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特
別
寄
稿

い
え
る
（
健
次
郎
の
米
国
留
学
は
永
岡
久
茂
の

推す
い

輓ば
ん

に
よ
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
）。

　

会
津
籠
城
戦
で
の
、
会
津
藩
士
の
目
に
映
っ

た
尚
之
助
の
姿
も
紹
介
し
て
お
く
。

高
木
盛
之
輔
述　

斎
藤
肆
郎
記
『
会
津
籠
城
記

中　

中
軍
護
衛
隊
』
に
は
小
田
山
の
敵
砲
陣
を

誤
た
ず
射
撃
す
る
尚
之
助
の
腕
の
確
か
さ
が
語

ら
れ
て
い
る
。

永
岡
清
治
著
『
旧
夢
会
津
白
虎
隊
』
で
は
、
彼

の
、
巨
砲
を
鋳
造
し
て
会
津
を
守
る
、
と
い
う

壮
語
の
逸
話
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
（
永
岡
清

治
は
八
重
の
父
・
権
八
の
実
家
の
嫡
男
。
弟
・

喜
八
は
新
島
先
生
の
臨
終
に
も
侍は
べ

っ
た
新
島
家

の
書
生
で
、
二
人
は
八
重
の
「
ま
た
い
と
こ
」

に
当
る
）。
権
八
の
実
家
・
永
岡
の
本
家
の
嫡

男
が
永
岡
久
茂
で
あ
る
。
斗
南
藩
で
は
山
川
浩

に
次
ぐ
参
事
の
一
人
で
、
明
治
９
年
10
月
の
前

原
一
誠
の
萩
の
乱
に
呼
応
し
て
政
府
転
覆
を
謀

っ
て
、
東
京
小
網
町
の
思
案
橋
で
警
官
と
乱
闘

と
な
り
、
事
破
れ
た
思
案
橋
事
件
は
永
岡
久
茂

が
首
謀
者
で
あ
っ
た
。
永
岡
清
治
は
明
治
５
年
、

覚
馬
を
頼
っ
て
斗
南
よ
り
上
洛
し
て
厄
介
に
な

り
、
８
年
に
滋
賀
県
庁
へ
十
五
等
で
出
仕
し
て

い
た
が
、
思
案
橋
事
件
が
起
き
る
や
、
永
岡
久

茂
の
親
類
と
い
う
こ
と
で
嫌
疑
を
受
け
、
勾
留
、

取
調
を
受
け
て
い
る
（
放
免
と
は
な
っ
た
）。

１　

八
重
は
川
崎
尚
之
助
の

　
　

妻
な
り

　

川
崎
尚
之
助
（
以
後
、尚
之
助
と
略
）
は
「
八

重
の
桜
」
放
映
迄
、
無
名
の
人
で
あ
っ
た
。
新

島
襄
夫
人
・
八
重
の
前
夫
で
あ
る
事
を
初
め
て

知
っ
た
人
も
多
い
。

　

八
重
は
生
前
（
昭
和
７
年
６
月
14
日
没　

享

年
84
）、
会
津
戦
争
に
つ
い
て
は
饒
舌
に
語
っ

て
い
る
が
、
共
に
戦
っ
た
夫
・
尚
之
助
の
事
は

何
一
つ
語
り
遺
し
て
い
な
い
。
兄
・
山
本
覚
馬

（
明
治
25
年
12
月
28
日
没　

享
年
64
、
八
重
よ

り
15
年
上
。
以
後
、
覚
馬
と
略
）
が
義
弟
・
尚

之
助
に
つ
い
て
語
っ
た
記
録
も
皆
無
で
あ
る
。

　

唯
一
人
身
近
な
存
在
と
し
て
、
覚
馬
、
八
重

の
母
親
・
佐
久
（
明
治
29
年
５
月
24
日
没　

享

年
86
）
の
み
が
尚
之
助
を
語
っ
て
い
る
。
佐
久

が
同
志
社
女
学
校
舎
監
時
代（
明
治
11
〜
16
年
）

に
会
津
籠
城
戦
（
慶
応
４
年
８
月
23
日
〜
明
治

元
年
９
月
23
日
開
城
迄
の
１
ヶ
月
）
で
八
重
が

前
夫
を
助
け
て
、
雄
々
し
く
戦
っ
た
様
を
幾
度

と
な
く
女
生
徒
に
語
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
佐
久

の
膝
下
に
集
ま
っ
て
聞
く
の
が
彼
女
ら
の
無
上

の
楽
し
み
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
（
高
畑
菊
＝
明

治
17
年
６
月
邦
語
科
卒
の
懐
旧
談　
『
創
設
期

の
同
志
社
』）。

　

尚
之
助
の
最
も
身
近
な
人
達
か
ら
彼
の
人
と

な
り
を
知
る
手
掛
り
は
全
く
な
い
が
、
初
期
の

同
志
社
で
は
少
な
く
と
も
、八
重
に
は
前
夫（
尚

之
助
と
記
さ
れ
て
は
い
な
い
）
が
い
た
事
は
知

ら
れ
て
い
た
。

　

八
重
も
共
に
、
会
津
戦
争
を
生
き
抜
い
た
会

津
人
士
の
遺
稿
に
は
、「
八
重
は
尚
之
助
の
妻
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

荒
川
勝
茂
（
天
保
３
年
生
、
没
年
不
詳
。
数

え
年
75
の
明
治
39
年
迄
は
存
命
）
の
『
明
治
日

誌
』
慶
応
４
年
８
月
25
日
の
項
に
は
「
…
中
ニ

モ
廊
下
橋
（
会
津
城
本
丸
と
二
之
丸
間
の
橋
。

い
ざ
、
の
時
は
橋
を
遮
断
し
て
本
丸
を
守
る
）

ヨ
リ
小
田
山
（
城
の
東
方
約
１
５
０
０
ｍ
の
小

高
い
山
。
敵
の
砲
陣
が
あ
っ
た
）
ヘ
打
出
ス
大

炮
（
城
中
一
門
の
み
の
四
斤
砲
か
）
ニ
テ
敵
ヲ

悩
セ
シ
也　

是
ハ
山
本
覚
馬
妹
ニ
テ
川
崎
荘マ
マ

之

助
カ
妻
ナ
リ　

流さ
す
が石

ハ
炮
術
師
範
ノ
家
ノ
女
ナ

リ
大
炮
ヲ
発
ス
ル
業
誤
ラ
ス
敵
中
へ
破
裂
ス　

諸
人
目
ヲ
驚
ス　

身
ニ
ハ
マ
ン
テ
ル
ヲ
纏
ヒ
小

袴
ヲ
着
ケ　

宛
あ
た
か

モ
男
子
ノ
如
シ
…
」
と
あ
る
。

こ
の
「
日
誌
」
は
明
治
30
年
代
に
成
っ
た
も
の

と
の
事
で
あ
る
が
、
世
に
知
ら
れ
る
の
は
遅
く
、

平
成
２
年
刊
の
星
亮
一
著
『
敗
者
の
維
新
史
』

で
、
そ
の
一
部
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
全
面
翻

刻
は
２
年
後
の
同
氏
に
よ
る
『
荒
川
勝
茂
・
明

治
日
誌
』）。

　

明
治
37
年
４
月
刊
の
北
原
雅
長
著『
七
年
史
』

下
巻
に
も
『
明
治
日
誌
』
と
同
様
に
「
川
崎
尚

之
助
が
妻
の
八
重
子マ

マ

は
、
山
本
覚
馬
が
妹
な
り

…
」
と
あ
る
（
北
原
雅
長
は
覚
馬
が
長
崎
へ
随

行
し
た
神
保
修
理
の
弟
。
明
治
６
年
、
明
治
政

府
の
工
部
省
出
仕
後
累
進
し
て
、
明
治
22
年
、

初
代
長
崎
市
長
。
東
京
市
下
谷
区
長
を
最
後
に

官
職
を
辞
め
て
い
る
。大
正
２
年
没　

享
年
72
）。

　

明
治
44
年
６
月
刊
の
奥
寺
龍
渓
著
『
瓜
生
岩

子　

全
』
に
は
「
川
崎
八
重
子マ
マ

は
砲
術
家
山
本

氏
の
妹
…
」
と
あ
る
。
瓜
生
岩9

（
岩
が
正
式
名
。

明
治
30
年
没　

享
年
68
）
は
、
会
津
藩
領
喜
多

方
の
北
方
、
熱
塩
の
生
ま
れ
で
、
会
津
戦
争
時
、

戦
禍
に
苦
し
む
幼
童
を
救
出
し
た
の
を
手
始
め

に
、
社
会
事
業
を
な
し
た
女
性
と
し
て
広
く
世

に
知
ら
れ
、
こ
の
分
野
で
は
、
八
重
を
知
ら
ず

と
も
瓜
生
岩
を
知
ら
ざ
る
会
津
人
士
は
い
な
か

っ
た
存
在
で
あ
る
。
川
崎

9

9

八
重
子
で
あ
る
事
は

意
外
に
早
く
、
活
字
に
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
８
年
８
月
刊
の
山
川
健
次
郎
監
『
会
津

戊
辰
戦
史
』
に
は
「
川
崎
尚
之
助
の
妻
八
重
子マ

マ

は
山
本
覚
馬
の
妹
な
り
…
」
と
あ
る
。
一
方
、

昭
和
12
年
刊
の
『
男
爵
山
川
先
生
遺
稿
』
の
中

の
、
大
正
13
年
９
月
稿
「
会
津
台
覧
に
供
奉
の

感
想
」
に
は
「（
城
中
）
数
門
の
大
砲
で
、
仰

い
で
大
窪
山
（
小
田
山
の
南
側
斜
面
）
の
敵
陣

を
砲
撃
し
て
12
門
は
沈
黙
さ
せ
た
。
此
の
砲
撃

の
任
務
に
当
た
っ
た
の
は
、
但
馬
辺
の
浪
人
で

川
崎
尚
之
助
と
云
ふ
人
で
あ
っ
て
、
其
の
助
手

は
山
本
八
重
子マ

マ

と
云
ふ
婦
人
で
あ
っ
た
。
此
の

八
重
子
の
兄
は
山
本
覚
馬
と
云
ふ
会
津
藩
の
砲

術
家
で
、
識
見
も
あ
っ
た
人
だ
っ
た
…
」
と
あ

る
。
そ
の
後
、
新
資
料
を
得
て
、
先
の
「
川
崎

尚
之
助
の
妻
八
重
子
」
と
改
め
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

山
川
健
次
郎
は
会
津
藩
出
身
者
と
し
て
学
界

で
異
例
の
地
位
に
昇
り
、
ま
た
、
幕
末
・
維
新

期
の
会
津
史
の
執
筆
・
編
纂
に
深
く
関
わ
っ
た

人
物
で
、「
東
京
会
津
会
」
の
中
核
と
し
て
、

会
津
に
関
す
る
厖
大
な
情
報
が
彼
の
許
に
集
積

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
述
の
、
尚
之
助

の
一
身
を
捨
て
て
の
糧
米
調
達
の
顚
末
も
、兄
・

山
川
浩
の
関
わ
っ
た
事
ゆ
え
、
当
然
、
知
悉
し

て
い
た
筈
に
も
拘
ら
ず
、
尚
之
助
は
彼
に
と
っ

て
一
介
の
浪
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

政
権
の
最
高
学
府
に
身
を
置
く
事
を
力
と
し

て
「
会
津
は
朝
敵
に
非
ず
」
と
叫
び
続
け
た
山

川
健
次
郎
に
と
っ
て
尚
之
助
は
、
明
治
政
権
を

転
覆
せ
ん
と
謀
っ
た
永
岡
久
茂
（
後
述
）
の
近

辺
に
い
た
存
在
と
し
て
、
取
る
に
足
ら
ぬ
、
で

は
な
く
、
取
っ
て
は
な
ら
ぬ

9

9

9

9

9

9

9

浪
人
で
あ
っ
た
と
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た け

内
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古
川

（
河
）

末
東
記
「
古
川
春
英
と
川
崎
尚
之
助
」
が

あ
る
が
、
小
川
の
記
述
を
踏
襲
し
、
旧
会
津
藩

士
た
ち
の
尚
之
助
に
つ
い
て
の
見
聞
の
談
話
を

若
干
、
付
加
し
た
の
み
で
、
函
館
で
の
尚
之
助

の
、
藩
の
た
め
の
苦
闘
に
何
ら
触
れ
る
所
が
な

い
。
こ
の
中
に
、
水
島
純
（
山
本
家
の
隣
が
水

島
家
）
の
談
と
し
て
「
米
沢
藩
士
小
森
沢
長
政

曩
に
会
津
に
来
り
砲
術
を
尚
之
助
に
学
ふ
、 

故

に
長
政
力
を
尽
く
し
て
其
窮
困
（
東
京
で
の
尚

之
助
の
生
活
）
を
救
助
し
た
り
と
い
ふ
」
と
あ

る
。
こ
の
話
は
他
者
か
ら
の
伝
聞
で
、
実
見
し

た
も
の
で
な
い
事
は
「･･･

と
い
ふ
」
表
現
か

ら
判
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
傍
線
部
分
は
史

料
が
存
在
す
る
。

　

尚
之
助
は
会
津
藩
降
伏
・
開
城
の
直
前
、
籠

城
し
て
い
た
他
藩
の
士
（
大
山
柏
著
『
補
訂
戊

辰
戦
史
』
下
巻
で
は
「
客
兵
」）
と
共
に
密
か

に
城
外
に
去
っ
た
と
さ
れ
た
り
し
て
い
た
が

（
昭
和
58
年
刊
の
福
本
武
久
著
『
小
説
・
新
島

八
重　

会
津
お
ん
な
戦
記
』）
こ
れ
も
事
実
で

な
い
事
が
判
明
し
て
い
る
（
後
述
）。

　

平
成
３
年
刊
の
松
野
良
寅
著『
会
津
の
英
学
』

に
、
明
治
６
年
８
月
、
覚
馬
が
八
重
の
介
助
で

上
京
し
、
小
野
組
転
籍
事
件
で
東
京
に
拘
留
さ

れ
て
い
る
京
都
府
権
大
参
事
・
槇
村
正
直
の
釈

放
運
動
中
、
尚
之
助
と
浅
草
の
鳥
越
で
再
会
し
、

馬
に
面
し
け
れ
ば
、
覚
馬
そ
の
非
凡
な
る
を
知

り
家
に
止
め
て
官
に
薦
め
し
に
、
四
口
俸
（
四

人
扶
持
）
を
給
し
て
教
授
を
嘱
託
せ
ら
る
、
尚

斎
曰
不
肖
以
て
人
の
師
た
る
に
足
ら
ず
と
雖
も

尽
す
所
あ
ら
ん
、
今
寄
食
そ
の
人
（
山
本
家
）

あ
り
口
俸
は
敢
て
当
ら
ず
と
、
官
乃
ち
若
干
金

を
野
村
監
物
に
下
付
し
尚
斎
に
贈
ら
し
め
き
、

監
物
時
に
蘭
学
所
の
司
官
た
る
を
以
て
な
り
、

…
二
人
（
蘭
医
・
古
川
春
英
）
黽び
ん

勉べ
ん

（
黽
＝
つ

と
む
）
教
授
に
尽
し
累
増
せ
ら
れ
十
三
口
俸
を

賜
は
り
き
、
…
尚
斎
は
終
始
教
授
と
器
械
の
製

作
に
従
事
し
、
後
に
は
喇ら

っ
ぱ叭

及
び
銅
製
パ
ト
ロ

ン
等
を
製
し
得
る
に
至
り
し
か
ば
軍
用
上
の
便

益
啻た

だ

な
ら
ず
、
…
そ
の
職
に
従
事
す
る
の
間
軍

事
を
計
画
し
防
戦
に
労
す
る
等
譜
代
士
の
及
ば

ざ
る
所
人
皆
そ
の
気
概
に
服
せ
ざ
る
も
の
な
か

り
き
、
…
尚
斎
は
性
灑し

ゃ

落ら
く

胸
中
一
物
な
し
、
斗

南
に
移
る
に
及
び
て
為
す
こ
と
あ
ら
ん
と
欲
し

外
人
に
謀
り
し
が
、
其
事
遂
に
敗
れ
て
却
っ
て

累
を
来
せ
し
が
事
解
け
明
治
六マ

マ

年
東
京
に
於
て

死
せ
り
、
…
墓
は
東
京
今
戸
町
の
某
寺
（
称
福

寺
か
。
後
述
、
古
川
末
東
の
記
参
照
）
に
あ
り

き
」（
傍
線
は
竹
内
。
パ
ト
ロ
ン
＝patroon

薬

包
、
薬
莢
。
こ
れ
をpatroontas

（ch

）弾
薬
盒

と
す
る
の
は
先
述
、
関
場
著
作
）。

　

大
正
11
年
６
月
の
『
会
津
会
々
報
』
№
20
に
、

２　

為
す
こ
と
あ
ら
ん
と
欲
す

　

小
川
渉
著
『
会
津
藩
教
育
考
』
の
記
述
が
尚

之
助
に
関
し
て
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
（
小
川

＝
明
治
40
年
没　

享
年
64　

は
会
津
藩
校
・
日

新
館
か
ら
江
戸
の
昌

し
ょ
う

平へ
い

黌こ
う

に
進
ん
だ
俊
才
で
、

斗
南
移
住
後
、
青
森
に
移
り
青
森
新
聞
を
興
し

た
人
物
で
、
旧
諸
藩
中
、
最
高
水
準
の
旧
会
津

藩
教
育
の
姿
を
伝
え
ん
為
、
史
料
を
渉
猟
し
、

関
係
者
に
当
り
、
明
治
16
年
脱
稿
。
出
版
は
昭

和
６
年
暮
）。

　

小
川
渉
の
以
下
の
記
述
に
は
、
尚
之
助
が
会

津
の
た
め
に
己
を
滅
し
た
事
実
を
知
り
な
が
ら
、

意
図
的
に
明
白
に
し
な
か
っ
た
感
が
あ
る
。
然

し
、
何
事
か
が
あ
っ
た
、
と
示
唆
し
て
い
る
。

同
書
「
古
人
事
歴
」
の
中
の
古
川
春
英　

川
崎

尚
斎
か
ら
、
尚
之
助
に
関
す
る
部
分
を
記
し
て

お
く
（
古
川
は
尚
之
助
と
は
昵
懇
の
優
秀
な
蘭

医
）。

　
「
尚
斎
は
初
め
正
之
助
と
い
ふ
、
我
藩
に
来

り
土は

に
つ津

神
君
（
会
津
藩
祖
・
保
科
正
之
）
の
諱

い
み
な

を
避
て
荘マ

マ

之
助
と
改
む
、
出
石
藩 

但
馬
国 

医

家
の
子
に
し
て
江
戸
に
来
り
蘭
学
及
び
舎せ

い

密み

術

を
修
め
ぬ
、
…
安
政
４
年
会
津
に
蘭
学
所
の
設

置
あ
り
、
山
本
覚
馬
、
南
摩
綱
紀
こ
れ
が
教
師

と
な
り
…
是
よ
り
先
数
月
尚
斎
会
津
に
来
り
覚

話
」
ゆ
え
か
、
記
述
の
根
拠
と
な
る
史
料
は
挙

げ
て
な
く
、
検
証
な
し
に
は
引
用
し
難
い
点
が

あ
る
。
尚
之
助
が
医
学
の
面
で
会
津
藩
に
貢
献

し
た
形
跡
は
全
く
な
い
。（
関
場
氏
は
会
津
藩

士
の
子
孫
で
医
師
）。

　

尚
之
助
と
八
重
の
結
婚
の
日
時
は
不
明
で
あ

る
。
慶
応
元
年
と
す
れ
ば
、
尚
之
助
28
、
八
重

20
と
な
る
。
も
う
少
し
早
く
、
覚
馬
が
上
洛
し

た
と
さ
れ
る
元
治
元
年
２
月
以
前
の
可
能
性
も

あ
る
。
父
親
・
権
八
も
京
都
守
護
の
た
め
上
洛

中
で
山
本
家
は
男
性
不
在
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

或
は
、
権
八
が
会
津
に
帰
っ
た
後
の
可
能
性
も

あ
る
が
、
権
八
の
帰
郷
の
期
日
は
判
っ
て
い
な

い
。
離
縁
の
日
時
も
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、『
幕
末
会
津
藩
往
復
文
書
』
上　

３

６
２
頁
、
元
治
元
年
10
月
８
日
付
記
事
に
「
川

崎
正9

之
助
」
を
こ
の
春
に
京
都
守
護
の
た
め
林

権
助
と
一
緒
に
上
洛
さ
せ
る
予
定
を
立
て
た
が

用
が
あ
り
実
現
し
な
か
っ
た
、
今
ま
た
、
京
で

必
要
（
７
月
19
日
の
禁
門
の
変
後
の
守
備
か
）

ゆ
え
上
洛
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
旨
の
書
付
が
あ

る
。
正9

之
助
が
尚9

之
助
と
改
め
た
形
に
藩
文
書

に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
時
点
で
尚
之

助
は
会
津
藩
士
と
し
て
正
式
に
登
用
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
ゆ
え
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

で
あ
る
。

　

昭
和
62
年
版
の
井
上
能
孝
著
『
函
館
英
学
事

始
め
』
に
は
「
斗
南
藩
川
崎
尚
之
助
・
藩マ

マ

米
倉マ

マ

省
三
の
大
豆
・
唐
米
約
定
の
件
」
を
含
め
て
９

件
の
尚
之
助
関
係
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当

時
、
こ
の
書
が
注
目
さ
れ
て
お
れ
ば
尚
之
助
に

つ
い
て
、
も
っ
と
早
く
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
事
を
付
記
し
て
お
く
。
北
海
道
立
文
書
館

の
「
開
拓
使
公
文
録
」
の
英
訳
の
事
な
ど
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　

平
成
13
年
、
筆
者
は
「
山
本
覚
馬
覚
え
書
」

＝
『
同
志
社
談
叢
』
№
21
に
於
て
、
従
来
の
尚

之
助
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
伝
聞
に
依
る
も
の

で
、
史
料
の
裏
付
の
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る

事
を
指
摘
し
、
か
つ
、
覚
馬
と
尚
之
助
が
幕
末
、

江
戸
の
蘭
医
・
大
木
忠
益
9

9

（
薩
摩
藩
に
請
わ
れ

て
出
仕
、名
を
坪
井
為た

め

春は
る

と
す
る
。『
山
本
覚
馬
』

伝
記
で
の
、
大
木
衷
域

9

9

は
実
在
せ
ず
。
な
お
、

佐
久
間
象
山
の
門
人
録
・『
及
門
録
』
に
覚
馬

の
名
は
あ
る
が
、
尚
之
助
が
象
山
の
門
人
と
す

る
記
録
は
未
見
）
の
蘭
学
塾
の
同
門
で
あ
る
事

を
記
し
て
お
い
た
。

　

昭
和
８
年
刊
の
関
場
不
二
彦
著
『
西
医
学
東

漸
史
話
余
譚
』
に
は
、
尚
斎
（
尚
之
助
の
号
）

が
「
…
杉
田
、
大
槻
尋
で
坪
井
諸
家
の
門
に
出

入
し
蘭
語
及
医
学
を
修
め
…
」
と
あ
る
が
、「
史

国
事
犯
に
対
す
る
明
治
政
府
の
追
及
は
、
か
く

も
厳
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
八
重
も
覚
馬
も
永

岡
久
茂
と
尚
之
助
の
関
わ
り
を
、
こ
の
事
件
を

通
し
て
深
く
知
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
（
早
川

広
行
「
永
岡
清
治
と
山
本
兄
妹
」
＝
岩
澤
信
千

代
著
『
不
一
』
参
照
）。

　

同
志
社
側
の
、
川
崎
9

9

八
重
で
あ
っ
た
明
確
な

再
認
識
は
、
昭
和
13
年
刊
の
徳
富
猪
一
郎
（
蘇

峰
）
著
『
我
が
交
友
録
』
で
あ
る
。
蘇
峰
は
『
会

津
戊
辰
戦
史
』
の
文
言
を
紹
介
し
て
、
こ
の
事

を
記
し
て
い
る
。
盛
名
あ
る
言
論
人
・
蘇
峰
の

こ
の
書
を
通
し
て
多
く
の
同
志
社
人
は
八
重
の

再
婚
を
知
っ
た
と
し
て
よ
い
。

　

然
し
、
様
々
な
慮
お
も
ん
ば
かり

と
八
重
へ
の
関
心
の

相
対
的
低
さ
と
が
相あ

い

俟ま

っ
て
、
そ
の
後
、
こ
の

事
は
少
数
の
人
々
を
除
い
て
同
志
社
人
の
口
の

端
に
の
ぼ
る
事
は
な
か
っ
た
。
唯
、
昭
和
40
年

代
、
杉
井
六
郎
・
人
文
科
学
研
究
所
名
誉
教
授

（
当
時
、
助
教
授
。
故
人
）
が
、
尚
之
助
の
事

歴
を
実
証
的
に
研
究
す
る
要
を
人
文
科
学
研
究

所
の
研
究
会
で
提
言
さ
れ
、
ま
た
、
当
時
の
田

畑
忍
・
学
長
も
八
重
再
婚
の
事
を
知
っ
て
お
ら

れ
た
と
の
事
で
あ
る
（
西
田
毅
・
法
学
部
名
誉

教
授
談
）。
当
時
は
、
尚
之
助
関
係
史
料
の
存

在
も
判
ら
ず
研
究
は
結
実
に
至
ら
な
か
っ
た
の
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特
別
寄
稿

を
救
う
た
め
の
糧
米
調
達
で
あ
り
藩
命
で
あ
っ

た
（
後
に
開
拓
使
の
取
調
に
対
し
て
は
藩
に
累

の
及
ば
ぬ
様
、「
銕て

つ

山
興
起
」
を
目
的
と
し
て

い
る
）。
尚
之
助
の
上
司
と
し
て
函
館
へ
同
行

し
た
柴
太
一
郎
（
以
後
、
太
一
郎
と
略
。『
佳

人
之
奇
遇
』
等
で
知
ら
れ
る
東
海
散
士
・
四
朗

と
五
郎
＝
後
、
陸
軍
大
将
の
長
兄
）
か
ら
、
事

の
顚
末
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
五
郎
は
「
藩
命
」

と
し
て
い
る
（『
あ
る
明
治
人
の
記
録
―
会
津

人　

柴
五
郎
の
遺
書
』）。

　
「
挙
藩
流
罪
」
の
、
極
貧
と
極
寒
の
凄
ま
じ

い
斗
南
で
の
生
活
を
物
語
る
の
が
こ
の
書
で
あ

る
。
五
郎
は
己
れ
を
飾
ら
な
い
武
人
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
函
館
で
の
糧
米
調
達
事
件
は

太
一
郎
が
藩
に
累
を
及
ぼ
さ
ぬ
様
、
一
人
で
責

任
を
取
っ
て
服
罪
し
た
と
記
し
、
尚
之
助
の
名

は
完
全
に
消
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
太
一
郎
は

斗
南
藩
で
は
、
官
員
の
下
の
準
官
で
刑
法
掛
。

尚
之
助
は
藩
の
吏
員
で
は
な
い
。
藩
の
最
高
権

力
者
は
権
大
参
事
・
山
川
浩
で
あ
る
（
健
次
郎
、

捨
松
の
兄
。
葛
西
富
夫
著
『
新
訂
会
津
・
斗
南

藩
史
』
参
照
）。

　

⑵　

バ
ー
タ
ー
約
定
と
妨
害

　

尚
之
助
と
太
一
郎
は
函
館
に
先
行
し
て
い
た

藩
の
御
用
商
人
と
い
う
べ
き
米よ
ね

座く
ら

省
三
（
以
後
、

米
座
と
略
）
の
止
宿
に
身
を
寄
せ
、
彼
の
案
内

作
成
の
経
緯
は
筆
者
に
は
不
明
）。

　

忽
然
、
尚
之
助
は
明
治
３
年
10
月
27
日
（
以

後
、
明
治
は
略
）、
函
館
に
姿
を
現
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、「
開
拓
使
公
文
録
」（
北
海
道
立
文
書

館
蔵
）
の
中
に
彼
に
関
係
す
る
史
料
が
夥

お
び
た
だし

く

存
在
す
る
と
、
平
成
23
年
12
月
に
新
聞
報
道
さ

れ
、
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
彼
の
函
館
行
か
ら

８
年
３
月
20
日
の
病
死
迄
と
そ
の
後
の
顚
末
が

明
白
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
が
そ
れ
で
あ

る
（
史
料
１
参
照
）。

　

⑴　

函
館
行

　

目
的
は
飢
餓
の
極
み
に
あ
っ
た
斗
南
の
人
々

月
、
他
の
謹
慎
組
共
々
、
東
京
移
送
・
謹
慎
と

な
っ
た
１
７
２
０
人
の
中
に
い
た
の
で
あ
る

（『
東
京
謹
慎
人
別　

イ
ロ
ハ
寄
』「
松
平
家
文

書
」
会
津
図
書
館
蔵
）。

　

明
治
３
年
春
か
ら
冬
に
か
け
て
、
旧
会
津
藩

人
士
は
家
名
再
興
を
許
さ
れ
た
新
天
地
・
下
北

半
島
（
斗
南
藩
と
命
名
）
へ
移
住
す
る
。
そ
の

移
住
者
名
簿『
海
陸
移
住
被
渡
吟
味
一
件
』（「
松

平
家
文
書
」
会
津
図
書
館
蔵
）
に
は
尚
之
助
の

名
は
な
い
。（『
旧
斗
南
藩
士
族
名
籍
便
覧
』
に

は
「
田
名
部
村　

川
崎
尚
之
助
」
と
あ
る
事
を

付
記
し
て
お
く
。
田
名
部
村
は
現
、
青
森
県
む

つ
市
内
。
こ
の
「
便
覧
」
は
個
人
蔵
で
、
そ
の

開
城
後
（
い
つ
か
ら
か
は
不
明
）
寄
留
（
八
重

は
「
川
崎
尚
之
助
妻
」
と
記
述
）、
同
４
年
８

月
３
日
、
京
の
覚
馬
の
許
へ
出
立
し
た
事
が
判

明
す
る
（
覚
馬
の
妻
・
う
ら
9

9

は
上
洛
せ
ず
）。

こ
れ
に
対
応
す
る
旧
会
津
藩
側
の
記
録
は
明
治

４
年
の『
元
斗
南
藩
貫
属
各
府
県
出
稼
戸
籍
簿
』

＝
「
北
会
津
郡
役
所
文
書
」（
会
津
図
書
館
蔵
）

で
、「
城

（
米
沢
）下　

内
藤
新
一
郎
方
出
稼　

山
本
権

八
妻

（
佐
久
）

辛
未
年
六
十
二
、
嫁

（
う
ら
）同

三
十
五
、
孫

（
み
ね
）女

十
、

伯
（
不
詳
）母

同
六
十
八　

合
四
人
女
」「
川
崎
尚
之
助

妻
辛
未
年
廿
七　

合
一
人
女
」
と
あ
る
。

　
『
米
沢
戊
辰
実
記
』「
会
津
部
」（
米
沢
図
書

館
蔵
）
に
は
、
内
藤
新
一
郎
や
小
森
沢
琢

（
長
政
）蔵

ら

が
会
津
籠
城
の
始
ま
る
慶
応
４
年
８
月
23
日
早

朝
迄
、
山
本
家
に
18
日
間
も
厄
介
に
な
っ
て
い

て
、
敵
弾
飛
交
う
中
、
城
下
を
脱
出
し
て
米
沢

に
戦
況
報
告
に
走
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

内
藤
家
と
山
本
家
に
は
、
か
か
る
繋
が
り
が
あ

っ
た
。

３　

饑き

餓が

傍
観
黙
止
し
難
し

　

尚
之
助
は
会
津
開
城
前
（
先
述
、
大
山
柏
は

「
落
城
」と
す
る
。
旧
会
津
藩
関
係
者
は「
開
城
」

と
す
る
者
多
し
）
に
、
客
兵
と
し
て
脱
出
は
し

て
お
ら
ず
、
籠
城
の
会
津
藩
士
の
一
人
と
し
て

猪
苗
代
に
収
容
・
謹
慎
と
な
り
、
明
治
２
年
正

料
の
再
発
見
が
あ
っ
た
。

　

①　

慶
応
４
年
閏
４
月
27
日
、
先
述
、
尚
之

助
の
困
窮
を
助
け
た
と
さ
れ
る
小
森
沢
長
政

（
琢
蔵
）
ら
米
沢
藩
士
44
人
が
戊
辰
戦
争
が
始

ま
っ
た
後
、
敵
に
対
抗
す
る
た
め
、
急
き
ょ
、

会
津
へ
砲
術
修
行
に
来
て
い
る
（『
上
杉
家
御

年
譜
十
七　

斉な
り

憲の
り

公
（
３
）』
及
び
、「
渡
部
家

寄
贈
文
書
」
１
０
８
）。
尚
之
助
も
指
南
役
の

一
人
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
44
人
中
に
後

述
の
内
藤
新
一
郎
の
名
は
な
い
。

　

②　
「
明
治
三
庚
午
壬
（
閏
）

十
月　

御
触
書
」（
内

藤
新
一
郎
記
＝
『
鶴
城
叢
書
』
巻
之
百
七
十
三

｜
（
二
））
の
明
治
４
年
２
月
26
日
の
記
述
は

左
の
如
く
で
あ
る
。

「
一　

金
小
判
壱
枚　
　

常
備
砲
兵
内
藤
新
一

郎　右
ハ
兼
而
操
練
道
ニ
志
し
篤
く
出
精
罷
在
候
内

旧
会
臣
川
崎
荘マ
マ

之
助
江
随
身
練
兵
ハ
無
申
迄
大

砲
四
斤
之
奥
意
を
相
極
メ
平
日
渡
部
確
太
郎
江

示
合
藩
之
常
備
ニ
用
立
度
存
し
只ひ

た

管す
ら

勉
励
精
熟

篤
志
稀
成
る
も
の
ニ
付
為
褒
美
右
之
通
遣
候
事

　
　

辛
（
４
年
）未　

二
月
廿
六
日　

」

　

右
は
米
沢
県
の
褒
状
で
、
内
藤
新
一
郎
が
洋

式
四
斤
砲
の
操
練
を
尚
之
助
か
ら
直
伝
さ
れ
て

い
た
事
が
判
る
。
な
お
、
同
書
、
４
年
８
月
１

日
の
記
述
か
ら
、
山
本
一
家
が
内
藤
家
に
会
津

京
へ
迎
え
よ
う
と
し
た
が
応
じ
な
か
っ
た
、
と

い
う
記
述
が
あ
る
が
、
尚
之
助
は
当
時
、
後
述

の
裁
判
進
行
中
で
東
京
を
離
れ
る
事
は
許
さ
れ

な
い
身
で
あ
る
。
再
会
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
確
証
は
未
見
で
あ
る
（
こ
の
書
に
は
八
重

と
尚
之
助
の
結
婚
の
事
は
明
記
さ
れ
て
い
る
）。

　

以
下
、
右
傍
線
３
カ
所
に
つ
い
て
、
平
成
24

年
に
「
八
重
の
桜
」
が
契
機
と
な
っ
て
再
発
見

さ
れ
た
史
料
に
基
づ
き
検
証
し
て
お
く
。

　

会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
蔵
の
文
書
『
御

近
習
人
別
帳
』
に
「
拾
三
人　

大
砲
方
頭
取
河マ

マ

崎
尚
之
助
」
と
あ
る
。
但
、
こ
の
「
帳
」
は
明

治
後
半
に
、
個
人
の
蔵
本
か
ら
の
書
写
で
、
正

確
な
史
料
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。「
近
習
」

は
本
来
、
文
官
だ
が
、
外
様
（
武
官
）
で
あ
る

覚
馬
も
「
拾
九
人　

大
炮
頭
取　

権
八
忰せ
が
れ

　

山

本
覚
馬
」
と
あ
り
、『
幕
末
会
津
藩
往
復
文
書
』

で
は
覚
馬
は
「
十
六
人
扶
持
」「
大
砲
方
頭
取

御
雇
」
と
あ
る
。
覚
馬
は
家
督
を
襲
い
で
お
ら

ず
「
御
雇
」
が
正
し
く
、「
十
六
人
扶
持
」
の

方
が
公
的
と
い
え
る
。
な
お
、
覚
馬
を
公
用
人
（
方
）

と
す
る
会
津
藩
の
記
録
は
存
在
せ
ず
、
覚
馬
の

友
で
公
用
方
で
あ
っ
た
広
沢
安や

す

任と
う

が
否
定
し
て

い
る
（『
近
世
盲
者
鑑
』）。

　

米
沢
市
立
米
沢
図
書
館
で
も
尚
之
助
関
連
史

史料1　鶴岡市郷土資料館　「阿部正己文庫」史料

阿部氏は北海道史編纂に携わった人物。フライキ
ストンはブラキストンの事である。開拓使函館支
庁のトップだった杉浦誠（江戸幕府最後の箱館奉
行。文人で、正義感の強い人物として知られる）
と函館英国領事との、表題に関わる一件について
の往復文書が多く含まれている。表紙共35丁。
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務
省
に
対
し
て
「
溶
鉱
炉
取
建
見
込
ニ
付
」
尚

之
助
と
太
一
郎
に
「
掛
申
付
右
機
械
為
取
調
」

函
館
へ
出
張
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ー
ス

と
の
約
定
は
藩
命
で
な
く
二
人
が
「
自
己
之
見

込
」
で
行
っ
た
も
の
、
と
申
述

し
て
い
る
。
見
放
し
た
の
で
あ

る
。

　

７
年
３
月
、
日
本
政
府
は
デ

ン
マ
ー
ク
公
使
に
、
こ
の
約
定

は
私
用
で
、
全
く
藩
用
で
な
い

と
確
定
し
て
い
る
、
と
通
告
す

る
が
デ
ュ
ー
ス
は
承
服
し
な

い
。
彼
は
地
租
を
滞
納
（
５
８

５
ド
ル
強
）
し
て
い
て
、
日
本

政
府
に
納
入
を
要
求
さ
れ
る

と（
８
年
５
月
、尚
之
助
没
後
）

斗
南
藩
へ
の
債
権
１
万
１
８

８
５
両
を
含
み
３
万
ド
ル
弱

の
、
日
本
政
府
へ
の
債
権
が
あ

る
と
逆
訴
す
る
③
。
デ
ン
マ
ー

ク
公
使
が
地
租
滞
納
は
デ
ュ

ー
ス
に
非
が
あ
る
、
と
い
っ
て

も
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
日
本
政
府
も
逆
訴
の
判

決
が
で
る
ま
で
滞
納
金
の
徴

収
を
延
期
し
た
。
彼
を
少
し
は

４
日
弘
前
県
↓
同
９
月
23
日
青
森
県
）
の
辰
野

宗
城
は
再
三
、
デ
ュ
ー
ス
と
の
約
定
は
藩
に
関

係
な
き
事
と
司
法
裁
判
所
で
申
述
し
、
ま
た
、

か
つ
て
の
、
藩
の
最
高
権
力
者
・
山
川
浩
も
外

り
、
尚
之
助
ら
は
司
法
省
↓
外
務
省
、
そ
れ
が

終
っ
て
、
ま
た
司
法
省
と
取
調
の
管
轄
を
移
さ

れ
て
い
る
。

　

東
京
で
の
取
調
中
、
旧
斗
南
藩
（
４
年
９
月

の
力
は
な
く
、
約
定
は
「
全
ク
自
己
之
存
意
」

で
藩
命
で
な
い
と
述
べ
、
藩
を
救
う
の
で
あ
る
。

　

５
年
８
月
、
司
法
省
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、

外
国
人
と
日
本
人
間
の
訴
訟
は
此
所
で
審
理
と

な
っ
て
、
太
一
郎
と
尚
之
助
は
東
京
へ
と
護
送

さ
れ
る
。
米
座
は
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
に
よ
る
米
手

形
差
押
え
の
原
因
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、

ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
が
、
80
両
の
金
を
密
か
に
与
え

て
、
彼
を
逃
走
さ
せ
、
函
館
に
い
な
い
た
め
、

米
手
形
の
取
返
し
の
審
理
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
し
て
い
た
。
４
年
８
月
、
東
京
で
捕
縛
、
函

館
へ
送
ら
れ
収
監
中
で
あ
る
（
後
、
６
年
、
東

京
で
の
裁
判
の
た
め
東
京
送
り
、
終
る
と
函
館

送
り
、
ま
た
東
京
へ
送
ら
れ
る
）。
米
座
は
藩

の
御
用
商
人
に
非
ず
と
斗
南
藩
か
ら
開
拓
使
へ

上
申
さ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
、
デ
ュ
ー
ス
提

訴
の
裁
判
で
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
で
の
尚
之
助
は
主
に
、
会
津
人
の
所
へ
、

転
々
と
移
り
な
が
ら
の
生
活
で
あ
る
。
町
預
か

り
の
身
分
で
、
行
動
を
監
視
す
る
責
付
人
を
要

し
た
の
で
あ
る
。
太
一
郎
も
同
様
で
あ
る
が
、

旧
会
津
藩
で
は
譜
代
の
士
で
あ
る
か
ら
、
親
類

宅
な
ど
に
厄
介
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

　　

６
年
８
月
、
外
国
政
府
・
人
民
の
日
本
政
府

に
対
す
る
詞
訟
（
訴
訟
）
は
外
務
省
扱
い
と
な

る
か
の
如
く
、
尚
之
助
、
太
一
郎
両
者
は
函
館

行
の
目
的
は
、
先
述
「
銕
山
興
起
」
で
、
約
定

は
藩
命
で
な
く
自
分
達
の
意
で
行
っ
た
、
と
同

外
務
掛
へ
口
述
す
る
（
４
年
９
月
５
日
）。

　

当
時
の
裁
判
は
「
口
供
甘
結
」（
自
白
）
を

最
も
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
口

述
を
う
け
て
、開
拓
使
外
務
掛
・
松
平
正
親
（
旧

名
・
太
郎
、
函
館
戦
争
榎
本
軍
副
総
裁
）
名
で
、

デ
ュ
ー
ス
に
対
し
、
こ
の
約
定
は
藩
命
で
な
い

事
は
斗
南
藩
官
員
（
辰
野
宗
城
）
の
言
か
ら
も

尚
之
助
ら
の
口
述
か
ら
も
明
白
で
あ
り
、
尚
之

助
が
「
身
代
限
り
」
賠
償
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

米
座
は
目
下
収
監
中
で
相
当
の
処
分
が
下
さ
れ

る
筈
で
あ
る
か
ら
了
承
を
得
た
い
、
と
英
文
書

簡
を
送
る
（
５
年
４
月
21
日
）。

　

斗
南
藩
士
と
約
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
藩

に
賠
償
責
任
あ
り
と
す
る
デ
ュ
ー
ス
は
納
得
せ

ず
、デ
ン
マ
ー
ク
弁
理
公
使
を
通
し
て
外
務
卿
・

副
島
種
臣
に
上
訴
す
る
②
（
５
年
６
月
中
。
廃

藩
置
県
＝
４
年
７
月
14
日
に
よ
っ
て
旧
藩
の
公

的
債
務
を
政
府
が
引
継
）。

　

一
方
、
尚
之
助
は
賠
償
の
責
を
一
人
で
負
う

こ
と
に
な
り
、
再
び
「
饑
餓
傍
観
難
黙
止
」
と

申
上
書
を
開
拓
使
外
務
掛
へ
出
す
（
５
年
６
月
。

史
料
２
参
照
）。
デ
ュ
ー
ス
の
賠
償
要
求
額
は

一
万
両
を
超
え
て
お
り
、
斗
南
藩
に
は
到
底
そ

で
デ
ン
マ
ー
ク
商
人
（
名
誉
領
事
兼
任
）・
デ

ュ
ー
ス
（D

uus, John H
enry

）
と
接
触
し
、

彼
の
広
東
米
15
万
斤
（
１
５
０
０
俵　

１
俵
＝

60
㎏
）
と
来
春
収
納
予
定
の
斗
南
産
大
豆
２
５

５
０
石
と
の
バ
ー
タ
ー
約
定
（
契
約
）
を
、
函

館
着
の
翌
閏
10
月
に
結
ぶ
。「
斗
南
藩
商
法
懸
・

米
座
省
三
」、「
斗
南
藩
開
発
頭
取
・
川
崎
尚
之

助
」
名
義
で
、
相
手
は
デ
ュ
ー
ス
他
２
名
（
２

名
は
名
目
の
み
）
で
あ
る
。
こ
の
約
定
の
保
証

人
と
し
て
「
斗
南
藩
・
柴
太
一
郎
」
奥
印
付
で

あ
る
。

　

こ
の
取
引
は
英
商
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン

（B
lakiston, T

hom
as W

right　

津
軽
海
峡
を

境
と
し
て
動
物
分
布
の
異
な
る
事
を
発
見
、
ブ

ラ
キ
ス
ト
ン
ラ
イ
ン
の
名
を
遺
す
）
に
よ
っ
て

約
定
書
の
米
手
形
を
理
不
尽
に
も
、
一
年
間
も

差
押
え
ら
れ
（
詳
細
は
『
会
津
人
群
像
』
№
22

拙
論
参
照
）
米
の
蔵
出
し
が
で
き
な
く
な
る
。

　

⑶　

デ
ュ
ー
ス
の
三
つ
の
詞
訟
（
訴
訟
）

　

デ
ュ
ー
ス
は
約
定
不
履
行
に
よ
る
損
害
の
責

は
斗
南
藩
に
あ
る
と
し
て
賠
償
を
藩
に
求
め
て

開
拓
使
に
提
訴
す
る
①
（
４
年
４
月
11
日
付
）。

斗
南
藩
会
計
掛
・
辰
野
宗
城
は
、
約
定
は
藩
の

全
く
関
係
し
な
い
も
の
で
、
責
任
は
約
定
し
た

当
事
者
が
果
す
べ
き
、
と
開
拓
使
外
務
掛
へ
上

申
す
る
（
４
年
４
月
27
日
）。
こ
れ
に
呼
応
す

史料2　川崎尚之助申上書（明治5年　開拓使外務掛宛）

「明治
八年開拓使公文録　本庁往復附録」

（簿書5820 件名72）
（私儀一昨年十月中爰元着港之砌丁抹国デュース外亀屋武兵衛ト広東米拾五万
斤取組申候所右者畢竟斗南藩庁ゟ穀配之命令ハ更ニ無之候得共多人数之饑餓
傍観難黙止ゟ全ク自己之存意ニ任セ取組申候右御尋ニ付此段申上候以上　元
斗南藩　川崎尚之助　註　亀屋武兵衛は問屋）
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助
の
う
し
ろ
に
久
茂
の
影
が
あ
る
話
で
あ
る
。

　

尚
之
助
の
死
に
よ
っ
て
裁
判
の
結
審
に
影
響

が
出
て
、
遺
族
な
ど
関
係
者
探
し
が
司
法
省
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
斗
南
藩
を
引
継
い
だ
青

森
県
か
ら
は
、
八
方
探
し
た
が
遺
族
な
し
と
回

答
さ
れ
て
い
る
。
関
係
者
が
、
尚
之
助
の
妻
は

八
重
、
覚
馬
の
義
弟
と
い
う
事
を
承
知
の
上
で

の
回
答
で
あ
っ
た
か
否
か
定
か
で
な
い
。
太
一

郎
は
無
関
係
者
と
さ
れ
て
い
る
。

　

八
重
が
、
４
年
８
月
迄
、
尚
之
助
の
妻
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
事
は
既
述
し
た
が
、
妻
と
し

て
探
し
出
さ
れ
て
お
れ
ば
（
思
案
橋
事
件
に
絡

ん
で
、
滋
賀
県
庁
出
仕
の
永
岡
清
治
が
勾
留
さ

れ
た
事
か
ら
見
れ
ば
、
容
易
の
筈
）、
対
ブ
ラ

キ
ス
ト
ン
裁
判
は
継
続
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。
尚
之
助
の
東
京
で
の
死
の
供
養
の
事
な

ど
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　

太
一
郎
は
、
７
年
11
月
に
内
務
省
警
保
寮
十

等
出
仕
と
な
っ
て
い
る
。
警
保
寮
は
国
事
犯
に

対
処
す
る
部
局
で
あ
る
。
久
茂
は
警
保
寮
の
探

索
の
対
象
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。
久
茂
の
近
い

処
に
い
た
尚
之
助
も
然
り
と
い
え
る
。
か
つ
て
、

藩
の
飢
餓
を
救
う
た
め
心
を
一
つ
に
し
て
い
た

二
人
は
今
や
全
く
相
容
れ
な
い
立
場
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
太
一
郎
は
弟
・
五
郎
に
尚
之

助
の
真
実
を
語
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
、
と
い

　

尚
之
助
は
、
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
も
当
時
、

在
学
し
て
い
た
東
京
医
学
校
病
院
で
42
日
間
の

病
床
生
活
の
後
、
８
年
３
月
20
日
午
後
３
時
ご

ろ
、慢
性
肺
炎
症
の
た
め
永
眠
（
史
料
３
参
照
）。

39
歳
５
ヵ
月
の
命
で
あ
っ
た
。
当
時
、
付
添
の

40
歳
以
上
の
女
性
が
病
室
で
自
炊
し
て
看
病
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た（『
中
外
医
事
新
報
』

１
２
０
０
号
、
入
江
達
吉
論
文
）。
尚
之
助
は

家
庭
の
安
ら
ぎ
ら
し
き
事
を
少
し
は
感
じ
た
で

あ
ろ
う
か
。
尚
之
助
を
こ
の
病
院
に
入
れ
得
た

人
物
は
不
明
で
あ
る
（
根
津
は
後
に
、
尚
之
助

の
面
倒
を
み
た
諸
費
用
32
円
弱
を
開
拓
使
に
請

求
、
11
年
８
月
に
認
め
ら
れ
た
の
は
５
円
50
銭

の
み
で
あ
る
）。
書
生
の
彼
に
そ
の
よ
う
な
力

が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
以
上
、
尚
之

て
獄
死
（
10
年
１
月
12
日　

享
年
38
）。

　

尚
之
助
の
最
期
の
面
倒
を
み
た
の
は
根
津

（
平
山
主
一
も
少
し
関
わ
っ
て
い
る
）で
あ
る
が
、

こ
の
２
人
は
久
茂
の
書
生
で
あ
る
か
ら
、
久
茂

の
意
あ
っ
て
の
事
は
明
白
で
あ
る
。
尚
之
助
と

久
茂
と
は
深
い
繋
が
り
を
有
し
て
い
た
と
い
え

る
。
久
茂
が
反
政
府
の
論
陣
を
「
評
論
新
聞
」

に
よ
っ
て
張
る
の
は
８
年
４
月
以
降
で
尚
之
助

の
没
後
で
あ
る
が
、
久
茂
と
尚
之
助
は
思
想
的

に
共
鳴
し
て
い
た
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

根
津
、
平
山
主
一
は
警
視
庁
の
ス
パ
イ
と
目

さ
れ
て
い
る
人
物
で
、
思
案
橋
事
件
で
は
逮
捕
、

裁
判
に
掛
け
ら
れ
た
が
無
罪
放
免
と
な
っ
て
い

る
事
を
付
記
し
て
お
く
。

後
、
久
茂
と
略
）
の
書
生
・
平
山
主
一
（
主
一

郎
）
が
川
村
三
吉
の
代
り
に
出
頭
し
、
川
村
三

吉
が
詳
細
は
根
津
親
徳
（
金
次
郎
、
久
茂
書
生
。

以
後
、
根
津
と
略
）
に
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
言

っ
て
い
る
と
申
出
る
。
根
津
は
、
尚
之
助
は
加

藤
尚
次
郎
同
道
で
会
津
若
松
を
経
て
函
館
へ
向

っ
た
が
会
津
若
松
で
脚
気
を
患
っ
て
遅
れ
て
い

た
が
快
く
な
っ
た
と
便
り
が
来
て
い
る
の
で
間

も
な
く
到
着
す
る
筈
と
申
述
す
る
。
と
こ
ろ
が

一
向
に
到
着
し
な
い
の
で
更
に
追
及
さ
れ
る
と

（
８
年
２
月
）、
根
津
は
、
実
は
、
尚
之
助
は
釜

沢
（
旧
斗
南
藩
領
、
当
時
、
青
森
県
。
現
、
岩

手
県
二に
の
へ戸

市
）
に
止
宿
中
、
大
病
と
な
り
８
年

２
月
５
日
、
突
然
帰
京
し
７
日
よ
り
東
京
医
学

校
病
院
に
入
院
し
た
と
届
出
、
責
付
人
を
加
藤

保
次
郎
か
ら
根
津
本
人
に
変
更
す
る
。

　

尚
之
助
の
死
の
直
前
の
行
動
は
不
可
解
で
あ

る
。
根
津
の
言
を
ど
こ
ま
で
信
用
す
べ
き
か
で

あ
る
。
尚
之
助
が
会
津
若
松
や
釜
沢
に
現
れ
た

と
す
る
史
料
は
未
見
で
あ
る
。
釜
沢
は
久
茂
と

行
動
を
共
に
し
て
い
た
書
生
・
井
口
慎
次
郎
の

母
や
叔
父
が
会
津
か
ら
移
住
し
て
い
る
所
で
あ

る
。
井
口
慎
次
郎
は
思
案
橋
事
件
で
除
族
の
上
、

斬
罪
と
な
っ
た
旧
会
津
藩
３
人
の
う
ち
の
一
人

で
あ
る
（
10
年
２
月
７
日　

享
年
23
）。
久
茂

は
事
件
の
乱
闘
で
の
傷
が
因
で
鍛
治
橋
監
倉
に

く
、
尚
之
助
ら
は
東
京
送
り
と
な
っ
て
、
函
館

で
の
対
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
裁
判
は
中
断
し
て
い
た

が
、
デ
ュ
ー
ス
上
訴
裁
判
は
決
着
し
た
の
で
、

函
館
で
の
裁
判
を
再
開
す
る
事
に
な
る
（
７
年

７
月
設
置
の
函
館
裁
判
所
で
行
う
予
定
）。
米

座
は
監
視
付
で
函
館
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
太
一

郎
は
こ
の
裁
判
に
は
無
関
係
と
申
立
、
東
京
を

離
れ
ざ
る
事
を
条
件
に
函
館
行
は
免
れ
て
い
る
。

司
法
省
で
は
当
初
、
尚
之
助
を
官
費
で
陸
路
、

監
視
人
付
で
送
る
事
に
し
て
い
た
が
、
尚
之
助

の
方
か
ら
私
費
で
、
18
日
の
船
便
で
行
く
と
申

出
る
（
７
年
５
月
12
日
）。
こ
の
頃
、
尚
之
助

は
浅
草
元
鳥
越
明
神
裏
通
の
川
村
三
吉
方
に
下

宿
。
但
、
川
村
は
司
法
省
へ
届
出
て
あ
る
責
付

人
で
な
く
（
頼
ま
れ
て
病
気
の
尚
之
助
を
下
宿

さ
せ
た
だ
け
と
司
法
省
へ
弁
明
）
責
付
人
は
川

上
啓
蔵
（
尚
之
助
知
人
）
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
川
上
啓
蔵
の
知
ら
ぬ
間
に
仕
立
て
上
げ

ら
れ
て
い
た
事
で
あ
る
（
後
述
、
根
津
親
徳
に

よ
る
）。
と
も
あ
れ
、
尚
之
助
が
子
供
相
手
の

手
習
い
師
匠
を
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
を
裏
付

け
る
史
料
は
未
見
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
尚
之
助

の
責
付
人
は
会
津
人
・
加
藤
保
次
郎
に
な
っ
た
。

　

８
月
に
な
っ
て
も
尚
之
助
は
函
館
に
姿
を
見

せ
な
い
。
事
情
聴
取
の
た
め
開
拓
使
東
京
出
張

所
が
川
村
三
吉
を
召
喚
す
る
と
、永
岡
久
茂（
以

納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
の
処
置
か
と
推
察
さ
れ

る
。

　

デ
ュ
ー
ス
は
22
年
４
月
７
日
急
死
す
る
（
享

年
55
）。
延
滞
金
等
を
日
本
政
府
は
棄
捐え
ん

と
し

て
決
着
す
る
（
27
年
８
月
）。
こ
れ
で
デ
ュ
ー

ス
に
関
わ
る
問
題
は
終
了
し
た
事
に
な
る
。

　

⑷　

対
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
裁
判
と
尚
之
助
の
死

　

約
定
不
履
行
で
デ
ュ
ー
ス
に
賠
償
請
求
さ
れ

た
の
は
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
の
妨
害
に
よ
る
と
し
て
、

尚
之
助
は
彼
を
開
拓
使
外
務
掛
へ
正
式
に
提
訴

す
る
（
４
年
４
月
）。
蔵
の
中
で
ひ
と
夏
を
過

し
た
１
５
０
０
俵
の
米
は
劣
化
・
目
減
り
し
て

お
り
、
尚
之
助
は
開
拓
史
に
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
立

会
の
許
、
劣
化
・
目
減
状
態
を
確
認
し
て
く
れ

る
よ
う
何
回
も
懇
願
し
た
の
で
あ
る
が
実
現
せ

ず
、
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
も
函
館
英
領
事
ユ
ー
ス
デ

ン
（Eusden, R

ichard

）
も
不
誠
実
な
対
応

を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
デ
ン

に
代
っ
た
ト
ゥ
ル
ー
プ
（Troup, Jam

es

）
代

理
領
事
の
協
力
で
、
４
年
12
月
に
米
手
形
を
取

戻
し
た
が
、
結
局
、
尚
之
助
は
米
価
下
落
時
の

５
年
２
月
に
、
こ
の
劣
化
・
目
減
し
た
米
を
１

４
４
０
両
で
売
却
し
て
デ
ュ
ー
ス
に
渡
し
て
い

る
。
こ
の
時
点
で
の
デ
ュ
ー
ス
の
請
求
額
は
１

万
１
８
８
５
両
で
あ
っ
た
。

　

デ
ュ
ー
ス
の
外
務
卿
へ
の
上
訴
で
先
述
の
如

史料3　川崎尚之助死亡届

右之者兼而御届ヶ申上候通リ病気ニ
罷在候処午後三時頃死去仕候仍是即
刻御達申上候也
三月廿日　青森県士族　根津親徳　
開拓使　御中
明治八年三月廿日付
根津親徳（金次郎）は平山主一（郎）と
共に思案橋事件の首謀者・永岡久茂
（八重の父・権八の永岡家の本家）の
書生で、官憲のスパイと目されてい
る人物。尚之助は時に、彼らの世話
の下に行動していた。永岡の政府転
覆の計画も知っていたと思われる。



67 66

特
別
寄
稿

　
〔
付
記
〕　

尚
之
助
の
出

身
の
地
と
さ
れ
る
出
石

（
現
、
豊
岡
市
内
）
に
は
、

尚
之
助
の
出
自
を
示
す
明

白
な
史
料
は
未
見
で
、
旧

出
石
藩
士
・
川
崎
家
（
医

家
で
は
な
い
）の
菩
提
寺
・

願
成
寺
の
「
墓
石
台
帳
」

に
尚
之
助
と
没
年
月
日

（
８
年
３
月
20
日
）
が
同

一
の
「
川
光
院
清
㟢
静
友

居
士
」
と
あ
る
の
が
唯
一

の
史
料
と
い
っ
て
よ
い
。

没
年
月
日
が
同
一
で
、
尚

之
助
の
法
名
で
あ
る
蓋
然

性
は
高
い
が
、
確
証
が
未

見
な
の
は
残
念
な
事
で
あ

る
。
証
す
る
史
料
の
出
現

を
切
に
俟ま

つ
と
こ
ろ
で
あ

る
。

５　

お
わ
り
に

　

川
崎
尚
之
助
（
天
保
８
年
11
月
頃
〜
明
治
８

年
３
月
20
日　

享
年
39
歳
５
ヵ
月
）
の
生
涯
を

可
能
な
限
り
史
料
（
主
に
、「
開
拓
使
公
文
録
」）

に
基
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
己
れ
を
一
切
語
ら

ず
会
津
の
た
め
に
一
身
を
賭
し
て
働
き
、
滅
ん

で
い
っ
た
尚
之
助
は
、
お
家
大
事
の
山
川
健
次

郎
に
と
っ
て
「
浪
人
」
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
は

あ
ろ
う
が
、
事
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
小

川
渉
の
「
譜
代
士
の
及
ば
ざ
る
所
人
皆
そ
の
気

概
に
服
せ
ざ
る
も
の
な
か
り
き
」、
こ
そ
が
尚

之
助
の
真
の
姿
を
伝
え
て
お
り
、
正
当
な
評
価

で
あ
る
と
筆
者
は
確
信
し
て
い
る
。

　

八
重
も
覚
馬
も
佐
久
も
密
か
に
、
尚
之
助
に

鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
事
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
も
然
り
で
あ
る
。（
了
）。

た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
申
渡
の
内
容
を
外

務
省
へ
伝
え
る
公
文
の
中
に
二
伸
と
し
て
次
の

如
く
述
べ
て
い
る　
「
米
座
省
三
亡
河マ
マ

崎
尚
之

助
柴
太
一
郎
等
極
貧
ニ
テ
財
産
無
之
趣
ハ
兼
テ

申
進
置
候
得
共
尚
為
念
本
籍
并
ニ
寄
留
地
ニ
至

ル
迄
夫
々
詳
細
取
調
候
処
財
産
無
之
候
間
此
段

モ
為
御
心
得
申
進
候
也
」（『
十
二
年　

徒デ

烏ウ

斯ス

滞
租
訴
訟
一
件　

外
事
課
』
＝
「
開
拓
使
公
文

録
」
簿
書
３
７
５
６
）。
尚
之
助
や
八
重
、
覚

馬
に
対
す
る
心
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が

あ
る
。

　

も
う
一
人
、
尚
之
助
の
知
友
が
東
京
上
等
裁

判
所
に
い
た
。
大
島
貞
敏
・
五
等
判
事
で
あ
る
。

８
年
６
月
３
日
付
で
尚
之
助
の
件
を
開
拓
史
に

問
合
せ
て
い
る
。
彼
こ
そ
、
尚
之
助
の
出
身
と

さ
れ
る
出
石
藩
に
隣
接
す
る
養や

父ぶ

の
大
藪
（
現
、

養
父
市
）
の
地
で
代
々
万
兵
衛
を
襲
い
で
い
る

大
島
家
二
十
代
で
、
19
歳
の
安
政
３
年
、
江
戸

の
大
木
忠
益
の
蘭
学
塾
に
入
門
、
こ
の
塾
に
川

崎
正マ
マ

之
助
が
い
た
事
を
、
そ
の
回
顧
録
・『
棠

陰
夜
話
』
に
書
き
遺
し
て
く
れ
て
い
る
人
物
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
覚
馬
と
尚
之
助
が
大
木
塾
の

同
門
で
あ
る
事
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
（
こ
の

塾
に
は
出
石
藩
の
、
後
、
初
代
東
大
綜
理
と
な

る
加
藤
弘
之
も
在
籍
し
て
い
た
が
、
彼
は
尚
之

助
に
は
一
言
も
「
伝
記
」
で
は
伝
え
て
い
な
い
）。

保
寮
出
仕
は
、
ま
ず
い
と
し
て
辞
任
し
て
い
る

（
９
年
５
月
８
日
）。

　

太
一
郎
と
米
座
は
「
新
律
綱
領
」
巻
５
の
「
詐

偽
律
」に
問
わ
れ
、
米
座
は「
斗
南
藩
商
法
懸
」

に
非
ざ
る
に
、
そ
う
称
し
て
藩
用
の
如
く
し
た
、

と
し
て
、「
詐
称
官
」
の
罪
、「
懲
役
２
年
半
」

（
拘
置
期
間
が
５
年
半
に
及
び
、
即
釈
放
と
な

っ
た
）。
太
一
郎
は
、
尚
之
助
や
米
座
が
デ
ュ

ー
ス
と
の
約
定
書
で
の
肩
書
が
偽
り
で
あ
り
、

約
定
も
藩
命
に
よ
る
も
の
で
な
い
の
を
黙
認
し

て
「
奥
印
」
し
た
「
詐
偽
官
文
書
」
の
罪
、
米

座
に
準
じ
て
、「
懲
役
２
年
」
を
閏
刑
の
「
禁

獄
２
年
」
と
す
べ
き
を
特
別
に
、
罪
三
等
を
減

じ
て
「
禁
獄
百
日
」
と
な
っ
た
（
収
監
さ
れ
て

い
る
）。

　

こ
の
申
渡
（
判
決
）
を
し
た
の
は
六
等
判
事
・

小
松
済
治
で
あ
ろ
う
。
彼
は
馬
島
姓
で
会
津
藩

医
・
馬
島
常
謙
（
通
称
、
瑞
謙
）
の
男
で
、
維

新
後
、
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
り
和
歌
山
藩
に
出

仕
し
て
小
松
姓
に
し
た
の
で
あ
る
。
会
津
藩
時

代
、
尚
之
助
と
覚
馬
に
蘭
語
を
学
び
、
覚
馬
の

世
話
で
プ
ロ
シ
ア
商
人
・
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン

（
４
３
０
０
挺
の
ツ
ン
ナ
ー
ル
銃
の
輸
入
契
約

を
覚
馬
ら
と
結
ぶ
）
に
付
添
わ
れ
て
慶
応
３
年
、

長
崎
か
ら
渡
欧
し
て
い
る
。
尚
之
助
は
彼
の
師

で
あ
る
。
十
二
分
に
尚
之
助
の
事
を
知
っ
て
い

え
る
。

４　

最
後
の
裁
判

　

こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
裁
判
は
、
い
わ
ば
、

民
事
訴
訟
で
あ
る
。
９
年
５
月
か
ら
は
、
太
一

郎
と
米
座
に
対
す
る
、「
刑
律
」
を
犯
し
た
罪

を
問
う
裁
判
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。当
時
の「
刑

律
」
は
「
新
律
綱
領
」（
３
年
12
月
20
日
頒
布
）

と
「
改
定
律
例
」（
６
年
６
月
13
日
頒
布
）
が

並
列
し
て
施
行
さ
れ
て
い
た
。
復
古
的
に
、
八

虐
六
議
が
い
き
て
お
り
、
勅
・
奏
任
官
の
犯
罪

は
朝
廷
の
許
可
な
し
に
は
問と
い

糺た
だ

す
こ
と
も
で
き

ず
、
量
刑
に
つ
い
て
は
、
華
・
士
族
、
さ
ら
に
、

官
員
に
も
庶
人
と
同
じ
刑
で
は
、
お
か
し
い
と

し
て
閏
刑
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
罪
を
金
銭
で

あ
が
な
う
贖
罪
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
庶
人
は

正
刑
の
懲
役
（
労
役
）
に
対
し
、
士
族
は
閏
刑

の
禁
錮
（
か
つ
て
の
、
一
室
で
の
禁
慎
。
７
年

６
月
24
日
禁
獄
と
改
め
収
監
）
で
済
ん
だ
の
で

あ
る
。

　

こ
の
裁
判
は
８
年
４
月
14
日
の
大
審
院
設
置
、

司
法
権
が
司
法
省
よ
り
独
立
し
た
の
に
伴
っ
て

設
け
ら
れ
た
東
京
上
等
裁
判
所
（
司
法
省
裁
判

所
に
代
わ
る
も
の
）
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

函
館
に
収
監
中
の
米
座
は
東
京
へ
送
り
返
さ
れ

て
の
上
で
あ
る
。
太
一
郎
も
被
告
人
の
身
で
警

川崎尚之助終焉の地・東京医学校平面図
（『東京帝国大学法医学教室五十三年史』より）


